
 

 

 

 

 

 

 
 

目指すは、子供の自立！ 
校長 西尾 克人 

 赤ちゃんは無防備の状態で生まれてきます。だから親は「保護者」となり、愛情を
かけて、様々な危険から子供を保護しなければなりません。しかし、小学校に入学す
る頃から子供はできることが増え、自分でやりたい気持ちが芽生えます。子供の成長
に合わせて親は「保護者」から「親」となり、「目指すは、子供の自立」です。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 日光移動教室に、６年生と行ってきました。3 日間も晴れ、新緑の緑まぶしい中、気

持ちよく生活することができました。移動教室は、「自立と、助け合い」の連続です。

子供たちは決められた時間・約束の中（最低限のルール・枠を決める）、1 度も集合時間に遅

れることなく、声をかけ合い過ごす姿は頼も

しかったです。 

 「愛すること」（甘やかさず、甘えは受け入れる）場

面も多くありました。例えば、勾玉づくりでは

全てを用意するのではなく（甘やかさず）、自

分の発想で自分の力で勾玉をつくります。ただ、

近くに名人がいて本当に困ったとき、子供の甘

えを受け入れ最低限の手助けをしてあげます。 

 「責任を学ぶこと」（選択させ、結果から学ぶ）場

面も多くありました。移動教室では、班長、

生活、保健、食事、レクなど多くの係を選択肢

し、責任をもちます。結果はうまくいかなくて

も、そこから多くのことを学びます。 

 「人の役に立つ喜び」は、様々な場面で見られまし

た。ナイトハイクで、怖がっている友達を守るよ

うに歩く子供、ハイキングで疲れた友達を励ま

し、最後まで歩かせる子供などです。 

 多くの「自立した子供の姿」をみることがで

きました。６年生は学校の代表であり、拝島第一小学校の「顔」です。立派な６年生

を誇らしく、うれしく思います。 

 子供の自立のため、下記の言葉を胸に刻みたいと思います。 

 

 

 

 

         拝島一小だより   

                         平成２９年６月３０日           

昭島市立拝島第一小学校    校長 西尾 克人 

子供の自立に必要なことは 

※最低限のルール…枠を決めてあげること 

  ①「愛すること」（肯定的な言葉かけ・甘やかさず、甘えは受け入れることなど） 

②「責任を学ぶこと」（選択させ、結果から学ぶことなど） 

③「人の役に立つ喜び」（やってくれたことにお礼を言うなど）の３つです。 

【子供の心のコーチング 菅原 裕子著 より】 

勾玉作り 

 甘やかさず、 

   甘えは受け入れる 

班長が感想を言い、お礼を表す 

 選択させ、結果から学ぶ 

親（大人）が子供に愛していると伝え、肯定的な言葉をかけること、  

               子供は自分を大切に思い、自信を身に付けます。  

子供が行動を自分自身で選び、結果を体験することで、子供は責任を学びます。  

人の役に立つ喜びを知ることで、子供は自らやる気を引き出します。  



 

７ 月 の 行 事 予 定 
３日（月）全校朝会 安全指導        １４日（金）なかよし班活動 

クラブ活動            １７日（月）海の日 
４日（火）避難訓練（不審者対応）５時間授業 １９日（水）給食（終） 
５日（水）読み聞かせ（全）４時間授業    ２０日（木）終業式 大掃除 ※短縮時程 
６日（木）５年生学力調査          ２１日（金）夏期休業日（始） 

５年生移動教室事前検診       
７日（金）５年生八ヶ岳移動教室（始）    ※夏期水泳指導・夏休み補習教室（土日を除く） 
８日（土）５年生八ヶ岳移動教室（終）     ７／２４～３１、８／１８･２１･２３･２４ 

１０日（月）拝一ピック ※５年生振替休業日  ※漢字検定   ８／２２（午前） 
１２日（水）読み聞かせ（１～３年）      ※個人面談期間 ７／２４～３１ 
１３日（木）交流集会              
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７月の生活目標「言葉づかいに気をつけよう」 

道徳授業地区公開講座 

担当 田 澤 直 子 
先日は、道徳授業の参観、講演会へのご参

加ありがとうございました。 
 平成 30 年度より「特別の教科 道徳」と
なります。 
これは、いじめ問題への対応、生命を尊重

する精神の育成、環境の変化（携帯電話・ス
マホの普及、国際化）への対処をねらいとし
ています。児童が、対話を通して、己の生き
方を深く考えていくことが大切にされます。  
一小では、今年度「豊かな関わりをもつ児

童の育成」～自分らしさをみつけよう～を重
点に指導を工夫していくことを決めました。 
保護者の方や地域の皆様と、情報交換を豊

かにし、温かく学び合いながら児童の成長を
共に支えられるよう努力します。 

 

小中一貫の日について 

担当 見 米 葉 記 

 6 月 28 日(水)の午後、拝島中学校と多摩辺

中学校に分かれて、小中一貫の交流の時間を

もちました。 

 5 時間目の授業を参観し、卒業生が学習す

る様子を見せていただきました。皆、成長し

立派になっていましたが、こちらを見てはに

かむ姿は、昔のままでした。 

 その後、学習・生活・特別支援教育等のテ

ーマに分かれ、お互いの実践を紹介したり、

今後の取組について意見交換を行ったりしま

した。小中一貫の活動の実現に向け、互いに

意見を出し合い話し合うよい機会となりまし

た。 

 

星空観察会を終えて 

担当 鈴 木 裕美子 
 ６月２７日に４年生は星空観察会を行いま
した。体育館に直径７ｍ、高さ 4.5ｍのエア
ードームが出現し、その中で星空を見ました。 
太陽が沈み、満天の星空が広がると、子供

たちからは「わあー。」「きれい。」「すご
い。」という歓声が上がりました。 
理科の学習としては、星の動き（方角によ

って動きが違うこと）や月の動き（太陽と同
じ動きをすること）を学びました。空を見な
がらの学習だったので、子供たちは理解しや
すかったです。 
織姫（こと座のベガ）と彦星（わし座のア

ルタイル）が本当に天の川を挟んで輝いてい
ることも分かり、星への興味が広がる素敵な
会になりました。 
 

日光移動教室を終えて 

担当 津 山 稚 恵 
 6 月 15 日(木)から 17 日（土）の 2 泊 3
日で、6 年生が日光移動教室に行ってきまし
た。天候に恵まれ、全ての行程を実施するこ
とができ、岩宿遺跡での勾玉作りや弓矢体験、
戦場ヶ原ハイキング、日光彫体験、華厳の滝
や日光東照宮見学など、とても充実した移動
教室となりました。日光の雄大な自然や歴史
的建造物に触れ、教科書では学べない本物体
験ができました。友達と過ごす宿舎での生活
も楽しそうで、昨年度の八ヶ岳宿泊教室での
経験が生かされ、集合時間や荷物管理が的確
にできて感心しました。学年で行ったナイト
ハイクは事前の怖い話が予想以上の効果があ
り、スリル満点の活動となりました。この日
光移動教室は、きっと 6 年生にとって一生の
思い出となると思います。 
 

★電話連絡について 
○ 学校からの電話連絡はＰＨＳから行います。（ＰＨＳは発信専用です。着信はとりません。） 
○ 学校に連絡をする場合は、代表電話 042-541-1044 にお願いします。 
○ 昭島市では働き方改革を進めています。学校への連絡は、勤務時間内（8:15～16:45）を 

基本とさせていただきます。ただし、職員がいる場合は 19 時までは対応いたします。 
 
 


